
　1月18日、相島の光明寺で、貴重な文化財を守る

ため、1月23日から29日までの文化財防火運動期間

に先だち、消防訓練がおこなわれました。 

　訓練は、同寺に隣接する庫裏の炊事場から出火し

た想定で実施。初期消火や文化財の搬出、放水隊形

などを確認しながら進められました。 

文化財を火災から守ろう 

エコーラインなど 
行政ニュース 

町政を見る会の参加者募集など 

成人式など 
みんなの広場 
期限内に申告しましょう 
確定申告 

INFORMATION

宇治川の変遷（1） 
ふるさとの川の流れに 
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
納
税
者
が
前
年

の
１
月
１
日
か
ら
12 
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

の
所
得
金
額
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額
を
自

分
で
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い
う

申
告
納
税
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

確
定
申
告
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
期
限

ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
て
申

告
し
た
り
す
る
と
、
後
日
、
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

確
定
申
告
の
前
に
、
所
得
に
漏
れ
が
な
い

か
、
控
除
す
る
も
の
の
証
明
書
な
ど
、
申
告

に
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
な
ど
を

確
認
し
、
前
も
っ
て
申
告
の
準
備
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
さ
れ

る
人
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
閉
庁

日
や
夜
間
で
も
確
定
申
告
書
を
作
成
で
き
る

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

  次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。
 

①
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
）
や
事
業
所
得
（
農

業
所
得
・
営
業
所
得
等
）、
不
動
産
所
得

が
あ
る
人
で
、
平
成
20
年
中
の
所
得
の
合

計
金
額
が
、
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
 

②
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
に
よ
る
譲
渡
所

得
が
あ
る
人
 

③
給
与
の
年
収
が
2
千
万
円
を
超
え
る
人
 

④
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
人
 

⑤
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人
 

  
一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
給
与
所
得
だ

け
の
人
で
、
年
収
2
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、

勤
務
先
等
で
年
末
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
る
た

め
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
次
の
場
合
は
、
申
告
す
る
と
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
（
病
気

や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
は
、
医
療
費
控
除
と
し
て
、
次
の

金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
）
 

※
医
療
費
等
の
領
収
書
は
、
医
療
機
関
別
・

受
診
者
別
に
整
理
し
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
災
害
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
場
合
 

③
特
定
寄
附
金
を
支
払
っ
た
場
合
 

④
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取
得
（
大
規
模

な
増
改
築
を
含
む
）
し
た
場
合
 

⑤
平
成
20
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か

っ
た
場
合
 

還
付
申
告
の
受
け
付
け
は
、
す
で
に
宇
治

税
務
署
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
の
際

に
は
、
源
泉
徴
収
票
の
原
本
等
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
 

   平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
久
御
山
町
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
人
や
給
与
以
外
の
所
得
が
な
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
勤
務
先
を
通
し
て
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

税
務
課
で
は
、
平
成
19 
年
中
の
所
得
状
況

を
も
と
に
、
町
・
府
民
税
の
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
。
平
成
20
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

Ａ
 

Ｂ
 

Ａ
 

Ｂ
 

医
療
費
控
除
の
計
算
方
法
 

○
支
払
っ
た
医
療
費
の
総
額
か
ら
生
命

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
額
を
引

い
た
額
 

○
10 
万
円
ま
た
は
所
得
金
額
合
計
の
5

㌫
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
 

○
―
○
＝
医
療
費
控
除
額
 

（
最
高
2
0
0
万
円
）
 

ご利用ください 

各 種 申 告 相 談  各 種 申 告 相 談  
期限内に申告しましょう！ 

平
成
２０
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
２１
年
度
町
・
府
民
税
の
申
告

が
2
月
１６
日
B
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
3
月
１６
日
B
ま
で
で
す
が
、

期
限
が
近
づ
く
と
受
付
窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
確
定
申
告
書
は
、
ご
自
分
で
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

申告期間 

2月16日（月）～3月16日（月） 

申告会場 

税務課 または 宇治税務署申告会場 
「食遊館鹿六4階」（サティ大久保店東隣） 

（土・日曜日は除く） 

準
備
は
お
早
め
に
 

確
定
申
告
が
必
要
な
人
 

 
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
人
 

町
・
府
民
税
の
申
告
が
 

　
　
　
　
　
　
　
必
要
な
人
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人
も
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
、
平
成
20
年
中
に
久
御
山
町
に
転
入

さ
れ
た
人
に
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が
必

要
か
ど
う
か
、
所
得
状
況
の
お
尋
ね
を
兼
ね

て
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

確
定
申
告
書
ま
た
は
町
・
府
民
税
の
申
告

書
の
提
出
が
な
い
と
、
後
日
、
住
民
税
の
課

税
証
明
書
や
納
税
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
 

  
【
申
告
に
必
要
な
も
の
】
 

①
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告
書（
税

務
課
に
も
あ
り
ま
す
）
ま
た
は
税
務
課
か

ら
送
付
さ
れ
た
町
・
府
民
税
申
告
書
 

②
所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

農
業
や
営
業
な
ど
事
業
所
得
の
収
支
内
訳

書
、
売
買
契
約
書
な
ど
）
 

③
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
（
生
命
保
険
・

地
震
保
険
等
の
支
払
証
明
書
、
医
療
費
・

寄
附
金
・
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
証
明

書
な
ど
）
 

④
印
鑑
 

⑤
還
付
の
場
合
は
、
本
人
名
義
の
振
込
み
先

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
 

【
申
告
会
場
】
 

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
　
↓
　
宇
治
税
務
署

申
告
会
場
「
食
遊
館
鹿
六
4
階
」（
サ
テ

ィ
大
久
保
店
東
隣
）
ま
た
は
税
務
課
 

▽
町
・
府
民
税
の
申
告
　
↓
　
税
務
課
 

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
便
も
し
く
は
信

書
便
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

土
地
・
建
物
に
係
る
譲
渡
所
得
や
退
職
所

得
に
つ
い
て
は
、
分
離
課
税
扱
い
と
な
り
税

務
課
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、「
鹿

六
」
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

「
鹿
六
」
会
場
で
は
、
2
月
22
日
a
・
3

月
１
日
a
も
申
告
書
用
紙
の
配
布
や
申
告
相

談
、
申
告
書
の
収
受
等
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

※
税
務
課
で
の
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30

分
か
ら
11 
時
30
分
ま
で
と
、
午
後
１
時
か

ら
4
時
30
分
ま
で
で
す
。
 

「
鹿
六
」
会
場
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少

な
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

   個
人
事
業
者
の
平
成
20
年
分
消
費
税
の
確

定
申
告
は
、
3
月
31
日
c
ま
で
宇
治
税
務
署

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

受
付
窓
口
は
一
時
期
、
所
得
税
の
確
定
申

告
と
重
な
り
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告

は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

  税
務
課
ま
た
は
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
4

（
4
4
）
4
１
4
１
 

※還付会場は駐車場がないため、公共交通機関をご利用ください。 
※いずれの相談も土・日曜日、祝日および昼休みを除く。 
※混雑状況により、早めに受付を終了する場合があります。 
※譲渡所得についての相談等はおこないません。 

▼個人事業者対象の確定申告相談 
受付時間は、いずれの会場も午前9時30分から午後4時までです。 

宇治市産業会館 
（宇治市宇治琵琶45の13） 2月18日d～20日f

城陽市福祉センター 
（城陽市寺田東ノ口17） 2月23日b～25日d

日　　　程 会　　　場 

▼年金所得者対象の相談 
受付時間は、いずれの会場も午前9時30分から午後4時までです。 

宇治市産業会館 
（宇治市宇治琵琶45の13） 2月2日b～6日f

西宇治体育館 
（宇治市小倉町蓮池20の1） 2月27日f

東宇治コミュニティセンター 
（宇治市五ヶ庄三番割36の5） 2月26日e

城陽市福祉センター 
（城陽市寺田東ノ口17） 2月12日e～13日f

京田辺市コミュニティホール 
（京田辺市田辺80） 2月4日d～6日f

日　　　程 会　　　場 

▼還付会場 

四条烏丸会場 
池坊学園アッセンブリホール 

（京都市下京区四条通室町東入） 　函谷鉾町 

2月2日b～27日f
午前9時30分～午後4時 

日　　　程 会　　　場 

▼確定申告相談（譲渡所得・贈与税・相続税の相談は除く） 
受付時間は、いずれの会場も午前9時30分から午後4時までです。 

宇治市産業会館 
（宇治市宇治琵琶45の13） 2月9日b～17日c

八幡市文化センター 
（八幡市八幡高畑5の3） 

2月16日b～27日f

木津川市中央交流会館いずみホール 
（木津川市木津宮ノ内92） 2月2日b～13日f

日　　　程 会　　　場 

（水・土・日曜日を除く） 

ご利用ください ご利用ください 

各 種 申 告 相 談  各 種 申 告 相 談  各 種 申 告 相 談  

　宇治税務署では、下表の日程で所得税に関する確定申 
告の相談や、年金所得者などの申告相談をおこないます。 
お気軽にご相談ください。 

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
 

確
定
申
告
は
3
月
31
日
ま
で
に
 

問
い
合
わ
せ
 

必
要
書
類
と
申
告
会
場
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　1月15日の深夜、佐山の雙栗神社で、8種類の農作物

の札をつけた長さ約10㌢の竹筒8本と、米1升、小豆3

合を大がまで炊き、竹筒の中の粥の詰まり具合で、農作物

の豊凶を占う粥占神事がおこなわれました。 

　約40年振りに復活した火きりの神事でおこした種火で

点火し、大がまは約2時間かけて、ゆっくりと炊き上げら

れました。結果は、早稲二分、中稲三分、晩稲三分、綿四

分、大豆二分、芋三分、黍三分、梨三分となったことから、

夏から秋

にかけて

雨が多く、

天候不順

になるの

ではと予

想されま

した。 

雙栗神社（佐山） 

粥占神事 

今年は天候不順と予想 

粥の詰まり具合を見る宮総代ら 力強く成人の言葉を発表 

　1月12日、穏やかな冬晴れのなか、新成人の門出を祝

う平成21年久御山町成人式が中央公民館でおこなわれま

した。 

　今年の新成人は、男性79人、女性73人の合計152人。

第1部の記念式典では、新成人を代表し、西泰紀さんと吉

田恭子さんが、成人の言葉を堂々と発表されました。 

　また、今年は、社会の一員としての自覚や政治に関心を

持ってもらおうと、初の模擬投票もおこなわれました。 

中央公民館 

成人式 

新成人の門出を祝う 

西田　和冬ちゃん 
にし だ　 かず と 

（平成19年12月6日生） 
よく食べ、よく遊び、元気いっぱいの 

カズくん�たくましく大きくなぁれ！ 

佐山　父　卓司さん・母　里織さん 

大宮　理心ちゃん 
おおみや　まさ し 

（平成19年2月3日生） 
笑顔がとってもかわいいまー君♪ 

これからも兄弟仲良く、元気に育ってネ　 

野村　父　竹志さん・母　佳奈さん 

　田　心宙ちゃん 
すみ だ　　み ひろ 

（平成19年11月9日生） 
心宙の笑顔はパパとママの生き甲斐です　 

いつまでもその笑顔を見せてね♪ 

林　父　和宏さん・母　史恵さん 

　　かゆうら 

 

 

　　　　　　　　　わ　せ　　　　　　　なか　て　　　　　　　おく　て 

　　　　　　　　　　　　きび 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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農業体験学校「丸大根の収穫」 
（1月15日・佐山小学校農場） 

消防出初式 
（1月11日・役場庁舎5階コンベンションホール） 



　1月1日号の「まちがいさがしクイズ」の正解は、Ａ（太

陽の光）・Ｂ（雲の形）・Ｃ（羽子板の羽）・Ｄ（牛の模様）・

Ｅ（囲いの柵）・Ｇ（牛の影）・Ｉ（牛の目）でした。 

　応募総数は、133通、正解は131通でした。抽選の結果、

次の20人に図書カードをお贈りします。 

　また、みなさんからお寄せいただいた多くのご意見を参

考に、今後とも読みやすく、親しみやすい広報紙づくりを

めざしていきます。 

　たくさんのご応募ありがとうございました。 

【当選者】川口あまね、宝田真琴（以上大橋辺）、久乗冨

久子（坊之池）、内田啓太、山田保子（以上東一口）、黒川

節子（野村）、浦上宗樹、遠藤邦子、近藤颯、阪部紀美子、

（以上佐山）、神居浩平（佐古）、笠井光枝、中田一代、松

村湧輝（以上林）、波多野拓（市田）、野村敏子（田井）、

内山秀美（下津屋）、五所尾宏美、原田千幸、藤原舞（以

上栄）　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝敬称略＝ 

まちがいさがしクイズ 

ご応募ありがとうございました 

勢いよく燃え上がるとんど 

　1月15日の早朝、東一口の大池神社前で、正月の松飾

りやしめ縄などを焼くとんどがおこなわれました。 

　とんどは、左義長とも呼ばれ、東一口のとんどは、重厚

で規模も大きく、平成8年に京都府登録無形民俗文化財に

登録されている伝統行事です。 

　日の出と

ともに三方

から一斉に

点火すると、

火はたちま

ち天を焦が

さんばかり

に燃え上が

り、空を真

っ赤に染め

ました。 

大池神社前（東一口） 

とんど 

無病息災を願う火の祭典 

平成20年12月10日から平成21年1月9日までの受付分（敬称略） 

高
田
　
　
明
 

　
川
　
勇
人
 

城
　
　
慎
司
 

大
橋
辺
 

佐
　
古
 

　
〃
 

高
田
　
理
恵
 

　
川
　
晴
香
 

城
　
　
裕
子
 

淳
也
・
真
砂
美
 

ト
リ
　サ
ン
ボ
ド
・
歩
 

康
行
・
育
子
 

健
志
・
由
貴
子
 

壮
　
・
七
世
 

嘉
宏
・
美
樹
 

孝
典
・
あ
ゆ
み
 

達
弘
・
菜
美
 

泰
碩
・
珠
美
 

善
次
・
愛
 

聡
　
・
裕
子
 

　
　
か
ほ
る
 

隼
人
・
美
智
子
 

大
橋
辺
 

島
　
田
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

田
　
井
 

下
津
屋
 

　
〃
 

　
野
　
晴
来
 

　
田
　唯
サ
ン
ボ
ド
 

井
亦
　
藍
那
 

末
　
　
元
陽
 

友
保
　
悠
音
 

福
澤
　
勇
人
 

　
多
　
雪
乃
 

宇
田
　
琉
聖
 

新
川
　
大
翔
 

重
久
　
善
健
 

野
村
　
聡
良
 

明
石
　
省
吾
 

丸
山
琉
輝
也
 

　は
　
る
 

　　ゆ
い
 

あ
い
　な
 

あ
さ
　ひ
 

ゆ
う
　と
 

ゆ
う
　と
 

ゆ
き
　の
 

　り
ゅ
う
せ
い
 

ひ
ろ
　と
 

ぜ
ん
け
ん
 

　そ
　
ら
 

し
ょ
う
ご
 

　る
　
き
　
や
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
 

　
訂
正
と
お
わ
び
 

　
広
報
く
み
や
ま
１
月
１
日
号
の
ご
結
婚

（
9
㌻
）
の
記
事
中
、
「
嶋
田
　
美
」
と

あ
る
の
は
、「
嶋
田
　
美
」
が
正
し
く
、

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
 

さ　ぎちょう 
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2009 Kumiyama

2009 Kumiyama2009 Kumiyama

青少年の主張発表会（1月17日・ゆうホール） 
いきいきシニア

ライフ応援講座
 

（1月17日・地域
福祉センター）

 親子ニコニコ子育てサロン「たこ作り」 （1月19日・保健センター） 



週
に
１
回
で
も
よ
い
の
で
、
ど
こ
か
に
集

っ
て
話
が
で
き
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  町
で
は
、
概
ね
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
、
町
内
10 
数
か
所
で
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
康
相
談
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、
健
康
に

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
訪
問
指
導
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
長
寿
健
康
課
】
 

   使
用
済
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
の
目
的
や
状

況
、
回
収
後
の
再
利
用
状
況
な
ど
を
広
く
住

民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
他
の
ゴ
ミ
の
資

源
化
な
ど
に
も
積
極
的
な
協
力
を
得
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。
　
　
（
市
田
・
男
性
）
 

  町
で
は
、
毎
月
第
2
水
曜
日
に
回
収
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
、
徐
々
に
回
収
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
回
収
の
目

的
な
ど
を
掲
載
し
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん

に
環
境
に
や
さ
し
い
回
収
事
業
を
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
 

な
お
、
本
町
で
回
収
し
た
使
用
済
て
ん
ぷ

ら
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
精
製

す
る
業
者
に
よ
っ
て
、
代
替
軽
油
燃
料
と
し

て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。【
環
境
保
全
課
】
 

   京
都
市
の
ゴ
ミ
袋
が
有
料
に
な
っ
て
か
ら
、

隣
接
し
て
い
る
町
内
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
ゴ
ミ

を
置
い
て
い
く
人
が
い
ま
す
。
　
（
匿
名
）
 

  ご
指
摘
の
よ
う
に
、
ゴ
ミ
収
集
場
所
に
そ

の
地
域
以
外
か
ら
ゴ
ミ
を
捨
て
に
来
る
と
い

う
こ
と
は
、
モ
ラ
ル
に
反
し
た
行
為
で
す
。
 

ま
た
、
町
外
か
ら
の
持
ち
込
み
で
あ
れ
ば
、

自
治
行
政
上
の
問
題
に
も
な
り
ま
す
。
 

京
都
市
に
隣
接
す
る
地
域
で
は
、
ほ
か
に

も
同
様
の
訴
え
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

京
都
市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
啓
発
に
努
め

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
【
環
境
保
全
課
】
 

   町
の
建
設
工
事
な
ど
は
、
地
元
の
業
者
を

最
優
先
し
て
採
用
す
べ
き
で
す
。
町
外
の
業

者
が
請
け
負
い
、
さ
ら
に
町
外
の
業
者
に
丸

投
げ
す
る
よ
う
で
は
、
地
元
に
は
何
も
還
元

さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
（
市
田
・
男
性
）
 

  公
共
工
事
の
発
注
に
つ
い
て
は
、
入
札
手

続
き
の
公
正
性
や
機
会
均
等
性
の
確
保
が
重

要
で
す
。
町
で
は
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
建

設
工
事
に
つ
い
て
は
、
公
募
方
式
に
よ
る
入

札
制
度
を
導
入
し
、
従
来
の
指
名
競
争
入
札

に
比
べ
、
地
元
業
者
に
も
広
く
入
札
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
、
元
請
業
者
に
は
下
請
け
業
者
に
町
内

業
者
を
採
用
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
工
事
に
つ
い
て
は
丸
投
げ
で
は
な

く
、
元
請
業
者
が
施
工
管
理
を
お
こ
な
う
よ

う
に
監
督
者
な
ど
の
配
置
を
義
務
付
け
て
施

工
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
【
企
画
財
政
課
】
 

   ほ
か
の
市
町
村
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
は
、

ほ
と
ん
ど
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

設
置
し
て
欲
し
い
で
す
。
　
　
　
（
匿
名
）
 

  ご
意
見
の
と
お
り
、
現
在
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
は
時
計
が
な
く
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。
 

新
た
に
設
置
す
る
と
、
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
な

い
人
が
ご
持
参
の
時
計
を
確
認
す
る
な
ど
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
【
都
市
計
画
課
】
 

Ｑ．町では、どれくらいの人が認定を受けておられますか？ 
Ａ．介護保険制度がスタートした平成12年度末の要支援・
要介護の認定を受けている人は320人でしたが、平成19
年度末には、1.8倍の583人（高齢者の約18％）に増加
しています。 
 
 
 
 
 
Ｑ．町では、どれくらいの人が介護保険サービスを利用さ
れているのですか？ 
Ａ．介護サービスを利用されている人数については、平成
12年度末のヘルパー等の居宅サービスを利用されてい
る人は158人でしたが、19年度末には319人と2倍にな
っています。 
　　また、特別養護老人ホームなどの施設サービスを利用
されている人は、12年度末は68人、19年度末では101
人となっています。 
問い合わせ／長寿健康課 

平成19平成18平成17平成15平成12

583531492412320
要支援・要介護 
認定者数 

サービス 

年度末 

あいあいホール便り 
Q
高
齢
者
が
集
え
る
機
会
を
 

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
 

Q
使
用
済
て
ん
ぷ
ら
油
の
 

再
利
用
状
況
の
周
知
に
つ
い
て
 

Q
京
都
市
の
人
が
 

ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
き
ま
す
 

Q
地
元
業
者
に
利
益
を
 

還
元
す
べ
き
で
す
 

Q
中
央
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
 

時
計
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
 

A
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
 

訪
問
看
護
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
 

A
京
都
市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
 

啓
発
に
努
め
ま
す
 

A
地
元
業
者
も
広
く
入
札
に
 

参
加
で
き
ま
す
 

A
現
状
で
の
ご
利
用
を
 

お
願
い
し
ま
す
 

A
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、 

さ
ら
に
多
く
の
み
な
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
・
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

総
合
体
育
館
・
保
育
所
・
幼
稚
園
 

荒
見
苑
・
Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

介護保険 
Q＆A
介護保険 
Q＆A 介護保険の認定者・利用者の数はどれくらい？ 久

御
山
ま
な
び
教
室
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■　みるく　サロン　■ 
日時／毎週水曜日　午前10時～正午 
対象／町内在住の生後2～10か月ぐら
いの乳児とその保護者、妊婦 

■　民生児童委員協議会「遊びの広場」　■ 
民生児童委員・主任児童委員と一緒
に伝統行事の節分・豆まきを楽しみま
しょう。 
日時／2月3日c　午前10時～11時
30分 

■　ベビーマッサージ　■ 
天然の植物性オイルを使い、赤ちゃ
んの心とからだをリラックスさせるマ
ッサージをおこないます。 
日時／2月4日d　午前10時～11時
30分 

対象／生後2か月からハイハイをする
までの赤ちゃんとその保護者 

■　リトミック　■ 
日時／2月10日c　午前10時～11時
30分 

費用／一家族300円 
申し込み／事前に、同ホールへ。 
■　保育所長のお話会　■ 
今回は、宮ノ後保育所長のお話です。 
日時／2月20日f　午前10時30分～
11時30分 

■　親子クッキング（おにぎりを作ろう）　■ 
日時／2月27日f　午前10時～正午 
費用／一家族300円 
申し込み／2月25日dまでに、同ホ
ールへ。 

 

■　体育遊びの日　■ 
トランポリンやボールプールなどで
楽しく遊びましょう 
日時／2月6日f・17日c　午前9時
～午後4時 

■　絵本を楽しむ日　■ 
日時／2月5日e・19日e　午前11
時30分～11時50分、2月12日e・
26日e　午後3時30分～3時50
分 

■　2月生まれの子どもたちのお誕生会　■ 
みんなで、いっしょに歌を歌ってお
祝いします。手作りカードのプレゼン
トがあります。 
日時／2月26日e　午前11時30分～
正午、午後3時～3時30分 

 

第
7
回
「
田
井
ま
な
び
塾
」
が
、
11 
月
29

日
g
に
、「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
3
世
代
の
交
流
を
図
る
た
め

荒
見
神
社
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

前
回
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ラ
ン
ド
を
借
用
し
て
、

広
々
と
し
た
コ
ー
ス
設
定
で
お
こ
な
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
誰
で
も
来
や
す
い
場
所
と
い

う
こ
と
で
荒
見
神
社
に
な
り
、
大
人
は
高
齢

者
を
含
め
25
人
、
子
ど
も
は
20
人
の
合
計
45

人
と
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
 

高
齢
者
か
ら
ク
ラ
ブ
の
持
ち
方
や
ボ
ー
ル

の
打
ち
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
傾
斜

あ
り
、
溝
あ
り
の
難
コ
ー
ス
に
子
ど
も
た
ち

は
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
 

2
ラ
ウ
ン
ド
を
お
こ
な
い
会
話
も
弾
ん
で

大
変
よ
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
13 
個
も
飛
び
出
し
、
す
ば
ら
し
い

ス
コ
ア
を
出
す
子
ど
も
も
い
て
、
こ
の
調
子

で
い
け
ば
老
人
会
と
の
対
抗
戦
も
夢
で
は
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
 

役
員
は
、
早
く
か
ら
コ
ー
ス
づ
く
り
に
追

わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
多
く
の
高
齢
者

や
子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る
笑
顔
を
見
て
、

疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
は
、
自
治
会
で
準
備
し
た
賞

品
を
う
れ
し
そ
う
に
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
12 
月
28
日
a
に
、
10 
月
に
稲
刈
り

を
し
て
精
米
し
た
も
ち
米
を
使
い
、
餅
つ
き

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

自
治
会
の
人
が
所
有
し
て
い
る
臼
と
杵
で
、

大
人
と
子
ど
も
が
協
力
し
、
昔
な
が
ら
の
餅

つ
き
を
お
こ
な
い
、
一
斗
二
升
を
つ
き
あ
げ

ま
し
た
。
 

当
日
は
、
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
と
あ
っ
て
、

子
ど
も
38
人
、
大
人
28
人
の
合
計
70
人
と
多

く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
 

つ
き
あ
が
っ
た
餅
で
、
あ
ん
こ
ろ
餅
や
き

な
こ
餅
、
お
ろ
し
餅
を
つ
く
り
、
ほ
か
ほ
か

の
餅
を
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
り
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
は
楽
し
い
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
は
、
昔
は
近
所
ど
う

し
の
大
切
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
 

特
に
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち
が
田
植

え
を
し
、
稲
刈
り
を
し
た
も
ち
米
が
こ
ん
な

形
で
餅
に
な
る
こ
と
に
気
づ
き
、
農
家
の
稲

作
の
苦
労
も
わ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

子育て 
支援セン

ター 
子育て 
支援セン

ター 

あいあいホール便り あいあいホール便り 
■　あいあい☆サロン　■ 
日時／毎週火～土曜日　午前9時～午後4時 
対象／町内在住の就学前の乳幼児とその保護者 

久
御
山
ま
な
び
教
室

久
御
山
ま
な
び
教
室
 

久
御
山
ま
な
び
教
室
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行政ニュース 



町
で
は
、
食
を
と
お
し
て
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
心
身
の
健
康
と
豊
か
な
人
間
性
が
は
ぐ

く
め
る
よ
う
、「
久
御
山
町
食
育
推
進
基
本

方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
事
業
の
一

環
と
し
て
、
町
の
特
色
あ
る
食
文
化
や
伝
統

食
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
く
み
や
ま
食
暦

を
作
成
し
ま
し
た
。
 

7
人
の
食
暦
作
成
検
討
委
員
の
み
な
さ
ん

に
取
材
、
献
立
検
討
、
料
理
試
作
を
し
て
い

た
だ
き
、
昨
年
12 
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
 

か
つ
て
の
巨
椋
池
を
始
め
、
木
津
川
や
宇

治
川
な
ど
水
利
に
恵
ま
れ
た
町
な
ら
で
は
の

鮒
や
モ
ロ
コ
を
利
用
し
た
料
理
や
特
産
品
の

淀
大
根
の
料
理
、
地
場
産
の
野
菜
を
ふ
ん
だ

ん
に
利
用
し
た
料
理
、
祭
り
や
季
節
の
節
目

ご
と
に
地
域
や
各
家
庭
で
伝
承
さ
れ
て
き
た

料
理
な
ど
を
四
季
ご
と
に
ま
と
め
ま
し
た
。
 

郷
土
食
や
行
事
食
な
ど
先
祖
を
敬
い
、
神

仏
を
祀
り
、
農
・
漁
業
に
よ
り
得
た
恵
み
を

大
切
に
食
べ
て
き
た
先
人
の
知
恵
の
つ
ま
っ

た
料
理
を
ひ
と
つ
の
冊
子
に
し
ま
し
た
。
 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

2011年（平成23年）7月24日までに、すべての地上テ
レビ放送は、アナログからデジタルへ変わります。地上デ
ジタルテレビ放送（以下、「地デジ」という）への移行作
業に便乗した悪質商法の被害が発生していますので、ご注
意ください。 
【事例①】（行政機関の名をかたった架空請求） 
行政機関の名前で「全国民に負担してもらっている地デ
ジの受信工事費用を振込むように」と通知が来た。 
【対処方法】 
全国民に工事費用を負担させることは、決してありませ
ん。架空請求と思われますので、振込む必要はありません。 
【事例②】（頼んでいないのに工事費用を請求） 
「地デジへの移行作業でアンテナ工事をしたので、料金
を支払うように」と知らない業者から言われた。 
【対処方法】 
地デジを見るために、アンテナ工事が必要な場合があり
ます。しかし、工事の依頼をしてないのに、いきなり料金
を請求されることはありません。アンテナ工事の勧誘が来

た場合も、複数社に見積もりを取るなど、慎重に契約をお
こないましょう。 
【事例③】（アンテナ無料点検が、高額屋根工事に） 
「アンテナの無料点検をする」と言われて家に上げたら、
高額な屋根工事を勧められた。 
【対処方法】 
実際の販売目的を隠して、近づいてくる業者がいます。
少しでも怪しいと思ったら、きっぱりと断り、無料などの
甘い言葉には気をつけましょう。 
地デジ対応で、総務省やテレビ局などが、お金を請求す
ることは一切ありません。身に覚えのない請求を受けた時
は、すぐには支払わず京都府消費生活安全センター1075
（671）0004などへご相談ください。 
また、地デジについての疑問・質問等は、『総務省　地
上デジタルテレビジョン放送受信相談センター10570（07）
0101、つながらない場合は103（4334）1111（平日：
午前9時～午後9時、土・日・祝日：午前9時～午後6時）
へご相談ください。 

「
く
み
や
ま
食
暦
」
を
発
行
 

現在、アジアを始め世界各地で鳥イ
ンフルエンザが発生しています。人に
感染するのは、感染した鳥と濃厚な接
触をした場合だけですが、この感染に
より、ウイルスが人の体内で人から人
へ感染するように変わり、新型インフ
ルエンザウイルスが発生する可能性が
あります。 
このウイルスは、ほとんどの人が免
疫をもっていないことと、交通機関の
発達などから、短期間で地球全体にま
ん延する可能性があります。 
新型インフルエンザに変わることが
懸念されている鳥インフルエンザは、
突然の高熱や咳やのどの痛み、呼吸困
難などの症状が現れます。 
ご家庭で、新型インフルエンザにつ
いて、今から話し合っておきましょう。 
問い合わせ／府山城北保健所10774
（21）2911

注　意 
新型インフルエンザに 

地上デジタル放送移行に便乗した架空請求 

vol.125

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

32

図
書
館 

し
ょ
く
こ
よ
み
 

ま
つ
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
健
康
面
を
考
え
た
食
事
に
関
す

る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

本
多
京
子
監
修
 

消
化
吸
収
の
し
く
み
、
栄
養
素
な
ど
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

知
っ
て
お
き
た
い
基
本
情
報
を
、
図
解
入
り
で
詳
し
く
紹
介
 

「
か
ら
だ
に
い
い
食
事
と
栄
養
の
大
辞
典
」
 

汐
文
社
発
行
 

食
べ
物
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
・
で
ん
ぷ
ん
・
ビ
タ
ミ
ン
・

食
物
せ
ん
い
な
ど
の
栄
養
素
の
パ
ワ
ー
の
秘
密
を
シ
リ
ー
ズ
で
多
数

紹
介
 

「
N
H
K
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
　
食
べ
物
・
栄
養
 

　
　
　
健
康
に
チ
ャ
レ
ン
ジ（
全
4
巻
）」
児
童
書
 

偕
成
社
発
行
 

成
長
の
た
め
に
必
要
な
5
つ
の
栄
養
素
（
た
ん
ぱ
く
質
・
炭
水
化

物
・
脂
質
・
ビ
タ
ミ
ン
・
無
機
質
）
と
食
べ
物
に
つ
い
て
、
実
験
や

料
理
方
法
を
含
め
て
紹
介
 

「
5
つ
の
栄
養
素
　
調
べ
て
・
学
ん
で
・
 

　
　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る（
全
6
巻
）」
児
童
書
 

∧
食
事
と
健
康
∨
 

オ
ス
ス
メ
本
 

★
あ
し
た
吹
く
風
 

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
著
）
 

父
親
が
不
倫
の
末
に
事
故
死
し
た
少

年
と
夫
を
親
友
に
奪
わ
れ
た
女
性
歯
科

医
。
傷
つ
き
愛
を
避
け
て
い
た
二
人
が

出
会
っ
た
…
。
 

★
人
情
屋
横
丁
 （

山
本
一
力
著
）
 

お
袋
の
味
、
親
父
の
味
、
そ
し
て
温

も
り
。
故
郷
、
東
京
、
そ
し
て
想
い
出

の
旅
。
食
と
旅
の
心
暖
ま
る
エ
ッ
セ
イ
。
 

★
ケ
ン
ケ
ン
と
ム
ン
ム
ン
 

（
な
ん
ぶ
か
ず
や
文
）
 

南
の
海
の
小
さ
な
島
に
住
ん
で
い
る

双
子
の
妖
精
ケ
ン
ケ
ン
と
ム
ン
ム
ン
。

大
事
な
仕
事
を
ま
か
さ
れ
、
大
喜
び
。
 

★
こ
う
さ
ぎ
ジ
ャ
ッ
ク
　ぼ
く
た
ち
と
も
だ
ち
 

（
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
・
ワ
ッ
ツ
作
）
 

こ
う
さ
ぎ
ジ
ャ
ッ
ク
は
、
目
の
悪
い

も
ぐ
ら
の
チ
ャ
ー
リ
ー
に
「
風
の
色
は

何
色
な
の
？
」
と
聞
か
れ
、
困
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

①　生鮭は一口大に切り、塩・こしょ
うをふる。薄く小麦粉をふり、フラ
イパンにサラダ油を敷いて両面を焼
いておく。 

②　ほうれん草は、塩を加えた熱湯で
ゆでて水にとり、4～5　の長さに
切る。長ねぎは斜めうす切り、しめ
じは石づきを取り小房に分けておく。 

③　鍋に牛乳、スープ、小麦粉、バタ
ーをだまにならないように混ぜ入れ、
火にかけてホワイトソースを作る。
時間をかけてゆっくり煮る（スープ
は水2カップにコンソメ1個を煮溶
かして作る）。 

④　③を温め、鮭とほうれん草、しめ
じを加え、一煮立ちしてから塩・こ
しょうで味を調えて出来上がりです。 

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居

を
読
み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
、
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
2
月
21
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

お
は
な
し
会
 

■材料（4人分） 

垣
田
達
哉
著
 

食
品
表
示
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
、
平
易
な
言
葉
と
図
表
を
用
い

て
分
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
わ
か
る
食
品
表
示
　
基
礎
と
Ｑ
＆
Ａ
」
 

生鮭（60g切り身） 
塩・こしょう 
小麦粉 
サラダ油 
ほうれん草 
長ねぎ 

････････････4切れ 
･･････････････････少々 

････････････････････････少々 
･････････････････････少々 
･･･････････80g（1/4束） 

････････････････････････1本 

････････････100g（1パック） 
････････････････2カップ 

 
････････････････1カップ半 
････････････････大さじ3 
････････････････大さじ2

しめじ 
　　スープ 
　　　（コンソメ1個） 
　　牛乳 
　　小麦粉 
　　バター 

作り方 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

2
日
b
・
9
日
b
・
16
日
b
・
23
日
b
・
 

28
日
g

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

210㌔カロリー／1人分 

鮭とほうれん草のクリーム煮 

121
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町
内
外
の
施
設
を
見
学
す
る
「
町
政
を
見

る
会
」
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
2
月
10 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
5

時
 

場
所
／
ク
リ
ー
ン
21
長
谷
山
、
あ
い
あ
い
ホ

ー
ル
な
ど
 

定
員
／
先
着
25
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
5
日
e
ま

で
に
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可
 

  
町
で
は
、
世
帯
や
事
業
所
に
対
し
て
お
こ

な
う
統
計
調
査
の
登
録
統
計
調
査
員
を
募
集

し
ま
す
。
 

対
象
／
年
齢
満
18 
歳
以
上
で
、
常
時
、
統
計

調
査
に
従
事
で
き
る
人
 

※
調
査
に
従
事
す
る
際
に
、
支
障
が
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
職
業
（
警
察
・
税
務
事
務

な
ど
）
の
人
は
、
登
録
で
き
ま
せ
ん
。
 

定
員
／
先
着
10 
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
広
報

行
政
課
へ
。（
常
時
受
付
）
 

   
町
で
は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
共
催

で
、
ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を
祝
い
励

ま
す
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
3
月
中
旬
（
参
加
希
望
者
に
は
、
あ

ら
た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
）
 

対
象
／
町
内
在
住
で
、
4
月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
父
子
・
母
子
家
庭
の
児
童
 

内
容
／
町
長
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

か
ら
お
祝
い
・
励
ま
し
の
言
葉
と
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
6
日
f
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可
 

   
京
都
府
知
事
と
一
緒
に
新
入
学
を
お
祝
い

し
ま
す
。
 

日
時
／
3
月
22
日
a
　
午
前
10 
時
45
分
〜
午

後
2
時
30
分
 

場
所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
東
九
条

下
殿
田
町
70
）
 

対
象
／
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
午
前
の
部
…
知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
・

記
念
撮
影
、
午
後
の
部
…
ミ
ニ
運
動
会

な
ど
（
子
ど
も
）・
講
演
会
（
親
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
13 
日
f
ま

で
に
、
は
が
き
に
「
ひ
と
り
親
家
庭
を

励
ま
す
知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い

参
加
希
望
」
と
書
い
て
、
住
所
・
電
話

番
号
・
保
護
者
名
・
新
入
学
児
童
お
よ

び
同
行
さ
れ
る
兄
弟
姉
妹
の
名
前
・
フ

リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
性
別
・
自
宅
か

ら
の
交
通
手
段
と
そ
の
経
費
（
片
道
分

の
経
費
と
人
数
）
を
ご
記
入
の
う
え
、

社
会
福
祉
課
へ
。
 

  
町
で
は
、
人
権
意
識
の
啓
発
の
た
め
人
権

に
か
か
わ
る
施
設
な
ど
の
見
学
を
お
こ
な
い

ま
す
。
 

日
時
／
3
月
7
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
 

場
所
／
旧
柳
原
銀
行
資
料
館
、
清
水
寺
、
全

国
水
平
社
創
立
の
地
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
 

定
員
／
先
着
25
人
 

費
用
／
昼
食
代
と
し
て
実
費
徴
収
し
ま
す
。

（
１
，
5
0
0
円
程
度
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
17 
日
c
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可
 

  
「
白
樺
高
原
ウ
ォ
ー
ク
宿
泊
プ
ラ
ン
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

開
催
日
／
5
月
6
日
0
〜
7
日
e
 

行
き
先
／
白
樺
湖
・
八
島
ヶ
原
湿
原
 

定
員
／
先
着
90
人
 

費
用
／
会
員
…
2
１
，
0
0
0
円
、
非
会
員

…
2
3
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
28
日
g
ま

で
に
、
同
会
の
信
貴
さ
ん
宅
1
0
7
7
 

　
　
4
（
4
１
）
7
0
7
9
へ
。
 

町
政
を
見
る
会
 

登
録
統
計
調
査
員
 

ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を
 

祝
い
励
ま
す
会
 

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
 

知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
 

歩
こ
う
会
例
会
 

人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て
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申込み受付中です。右記教室までご連絡ください。 

◆東教室　075－983－8381 
　　　　　秋 山 　浩 子 
　
◆栄教室　0774－43－5840 
　　　　　玉 城 　啓 永 
　
◆西教室　0774－43－1075 
　　　　　山 田 　　 操 
 

春の無料体験学習（4回） 

2月16日（月）～28日（土） 



町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
「
も
の
を
大
切
に
す
る
心
」、「
科
学
す
る

心
」
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
、
い
き
い
き
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
お
も
ち
ゃ
病
院
（
お

も
ち
ゃ
の
修
理
）
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
2
月
14 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

募
集
個
数
／
20
個
（
１
人
１
個
ま
で
）
 

※
お
も
ち
ゃ
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

そ
の
他
／
修
理
代
は
原
則
無
料
で
す
が
、
電

池
代
な
ど
の
実
費
を
頂
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
当
日
、
時
間
内
に
修
理
で
き
な

い
場
合
、
お
預
か
り
し
て
後
日
お
返
し

し
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
10 
日
c
ま

で
に
、
同
協
議
会
へ
。
 

     
町
府
民
税
（
普
通
徴
収
分
）
と
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
第
１

期
納
期
限
内
に
全
額
一
括
で
納
付
さ
れ
た
場

合
に
交
付
し
て
い
た
「
全
期
前
納
報
奨
金
制

度
」
は
平
成
21
年
度
に
一
部
交
付
額
を
減
額

し
、
平
成
22
年
度
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

こ
の
制
度
は
、
税
収
の
早
期
確
保
や
納
税

意
識
の
高
揚
な
ど
を
目
的
に
導
入
さ
れ
ま
し

た
が
、
制
度
の
一
定
の
目
的
を
達
成
し
た
こ

と
や
、
町
府
民
税
に
お
い
て
、
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
は
制

度
の
適
用
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
不
公
平

感
が
あ
る
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も
の
で
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
制
度
の
廃
止
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
今
後
も
納
期
内
納
付
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
平
成
21
年
度
は
交
付
率
を
0.1
㌫
（
現
行
0.3

㌫
）、
交
付
額
の
上
限
を
3
万
円
（
同
5

万
円
）
に
変
更
し
て
交
付
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

   
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
方
法
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
の
人
は
、
口
座
振
替
で
の
支
払

い
方
法
に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

現
在
、
保
険
税
（
料
）
の
支
払
い
方
法
が

年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
っ
て
い
る
人
が
、

金
融
機
関
で
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
た
後
、

2
月
6
日
f
ま
で
に
口
座
振
替
依
頼
書
の
控

え
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
担
当
課
の

窓
口
で
支
払
方
法
変
更
申
請
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
今
年
の
4
月
15 
日
d
に
支
給
さ
れ

る
年
金
か
ら
の
天
引
き
は
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
 

口
座
振
替
に
す
る
と
、
所
得
税
や
個
人
住

民
税
で
口
座
振
替
に
よ
り
そ
の
保
険
料
を
支

払
っ
た
人
に
社
会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
 

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
同
様
の
手
続
き
で
口
座

振
替
で
の
支
払
い
に
変
更
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
場
合
の
変
更
時
期
は
年
度
途

中
か
ら
に
な
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
国
民
健
康
保
険
税
…
税
務
課
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
国
保
医
療

課
 

   
町
で
は
、「
久
御
山
町
子
育
て
支
援
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、「
久
御
山
町
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
子
育
て
支
援
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
計
画
が
平
成
21
年
度
に
終
了
し
ま
す

の
で
、
平
成
22
年
度
か
ら
新
た
に
5
年
間
の

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
計
画
の
策
定
に
は
、
小
学
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る
世
帯
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
尋
ね
し
て
策
定
し

ま
す
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
2
月
上
旬
に
調
査

票
を
配
布
し
、
2
月
下
旬
を
め
ど
に
回
収
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

調
査
票
は
、
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・

小
学
校
に
通
わ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
お
ら

れ
る
ご
家
庭
に
は
、各
施
設
を
通
じ
て
配
布
・

回
収
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
ご
家
庭
に
は
、

郵
送
で
配
布
・
回
収
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
す
べ
て
の
人
が
、
人
権
問
題
を
自
分
自
身

に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
自
己
を
尊
重
し
、

他
者
も
尊
重
す
る
人
権
意
識
を
少
し
で
も
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
人
権
啓
発
研
修
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
 

日
時
／
2
月
20
日
f
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
 

内
容
／
講
演
　
演
題
…
「
世
界
人
権
宣
言
60

周
年
を
迎
え
て
」、
講
師
…
大
阪
大
学

大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
教
授
　
平
沢

安
政
さ
ん
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を

経
過
し
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
2
月
4
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
ま
た
は
京
都
府

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
5
 

　
　
3
１
）
0
１
１
１
 

  
ふ
ん
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

飼
い
主
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
向
上
で
、
犬

の
ふ
ん
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬

な
ど
は
、
次
の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜

2
時
20
分
、
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
9
時

〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
 

全
期
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止
 

人
権
啓
発
研
修
会
 

犬
の
ふ
ん
害
防
止
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

子
育
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
 

ご
協
力
を
 

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
 

医
療
保
険
料
の
支
払
い
方
法
 

：  
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10 
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
の
振
り

込
み
は
2
月
5
日
e
で
す
。
 

ご
指
定
の
金
融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人

に
、
日
ご
ろ
の
介
護
に
対
す
る
激
励
金
を
お

渡
し
し
ま
す
。
 

対
象
／
2
月
１
日
現
在
、
6
か
月
以
上
町
内

在
住
の
要
介
護
高
齢
者
（
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
で
要
介
護
3
〜
5
と
認
定

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）
を
常
時

直
接
介
護
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
ま
た
は

3
親
等
内
の
親
族
 

※
前
期
に
お
渡
し
し
た
人
は
、
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
 

激
励
金
／
3
0
，
0
0
0
円
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
16 
日
b
ま
で
に
、

長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
ま
た
は
居
宅
の

要
援
護
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
、
日
常
生
活

の
支
援
や
安
否
の
確
認
を
目
的
に
、
お
昼
ご

飯
を
ご
自
宅
ま
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の

人
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
ま
た
は
配

食
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人
 

配
達
日
／
月
・
木
曜
日
（
希
望
に
よ
り
、
週

１
回
の
み
の
配
食
も
可
）
 

※
祝
日
と
年
末
年
始
は
除
く
 

費
用
／
ご
飯
と
お
か
ず
セ
ッ
ト
…
5
5
0
円

　
お
か
ず
セ
ッ
ト
…
5
0
0
円
 

※
支
払
い
方
法
は
、
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

（
別
途
、
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）
 

お
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
ご
み
を
野
焼
き
す
る
と
、
有
害
な
ガ
ス
が

発
生
し
た
り
、
煙
の
向
き
に
よ
っ
て
は
洗
濯

物
が
汚
れ
る
な
ど
、
周
辺
住
民
の
た
い
へ
ん

な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
法
律
や
条
例
で
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

罰
則
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ご

み
は
野
焼
き
せ
ず
に
分
別
し
ま
し
ょ
う
。
 

家
庭
ご
み
は
、
燃
や
す
ご
み
や
燃
や
さ
な

い
ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
に
分
別
し
、
古

新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ウ
ェ
ス
は
、
地

域
な
ど
の
集
団
回
収
を
通
じ
て
回
収
業
者
に

出
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
平
成
18 
年
11 
月
に
、
相
次
い
で
海
外
か
ら

の
帰
国
者
に
狂
犬
病
に
よ
る
犠
牲
者
が
発
生

し
ま
し
た
。
 

犬
の
狂
犬
病
は
、
日
本
・
英
国
・
西
欧
諸

国
を
除
く
世
界
各
国
で
発
生
し
て
お
り
、
人

へ
の
感
染
死
亡
者
は
約
5
5
，
0
0
0
人
（
平

成
16 
年
）
に
達
し
、
日
本
国
内
へ
の
侵
入
が

大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

日
本
で
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬

の
所
有
者
は
市
町
村
に
登
録
す
る
こ
と
と
、

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
 

か
み
つ
き
事
故
な
ど
の
場
合
、
未
注
射
犬

で
あ
れ
ば
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
犬
の
飼
養
者
は
お
近
く
の

動
物
病
院
ま
た
は
町
で
4
月
に
お
こ
な
う
集

合
注
射
で
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
の
登
録
は
環
境
保

全
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  ∧
3
月
30
日
（月）
か
ら
証
明
書
発
行
開
始
∨
 

町
で
は
、
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
す
る
と
、
証
明
書
の
発

行
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
ほ
か
、
次
表
の
よ
う

に
名
称
・
書
式
な
ど
が
変
更
さ
れ
、
見
や
す

く
な
り
ま
す
。
 

∧
使
用
可
能
文
字
で
の
登
録
に
ご
協
力
を
∨
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
の
戸
籍
の
文
字
は
、

常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
・
漢
和
辞
典
に
正

式
な
文
字
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
字
に

統
一
さ
れ
ま
す
。
 

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
の
文
字
が
、

こ
れ
ら
の
辞
典
な
ど
に
無
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
に
対
応
で
き
な
い
文
字
の
人
に
は
、
対

応
で
き
る
文
字
を
2
月
中
旬
か
ら
随
時
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。
 

ま
た
、
お
知
ら
せ
を
送
付
し
た
人
に
は
、

住
民
課
か
ら
直
接
お
尋
ね
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
作
業
は
、
戸
籍
の
表
記
上
の

も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
氏
や
名
が

変
更
に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
印
鑑
証
明
な
ど
の
変
更
手

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

                        
平
成
21
年
度
の
町
立
学
校
体
育
施
設
（
体

育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
使
用
団
体
の
登
録
の

受
け
付
け
を
お
こ
な
い
ま
す
。
前
年
度
に
登

録
さ
れ
た
団
体
も
再
登
録
が
必
要
で
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
10 
人
以
上
で
構

成
さ
れ
、
同
施
設
を
継
続
的
に
使
用
す

る
団
体
（
代
表
者
は
、
成
人
に
限
る
）
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
へ
。
 

名称 

公印 
数字 
用紙 
本籍や住所地番の後に、 
「の」を記載しません 
これまでの大字大橋辺小字大 
橋辺、大字東一口小字東一口、 
大字野村小字野村については、 
次のとおりとなります 

久御山町大字○○小字 
△△××番地の□ 

久御山町大字○○小字 
○○××番地の□ 

戸籍謄本 
戸籍抄本 

書式 
朱肉印 
漢数字 
白紙 

縦書きの文章形式 

現　　在 

久御山町○○△△×× 
番地□ 

久御山町○○××番地 
□ 

戸籍の全部事項証明書 
戸籍の個人事項証明書 

電子印（黒色） 
算用数字 
改ざん防止用紙 

横書きの項目記載 

変更後 
▼主な変更点 

児
童
手
当
の
給
付
 

介
護
者
激
励
金
（
後
期
）
 

お
届
け
し
ま
す
、
お
昼
ご
飯
 

町
立
学
校
体
育
施
設
使
用
団
体
 

の
登
録
 

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
 

狂
犬
病
の
予
防
 

ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
仲
よ
し
学
級
（
留

守
家
庭
児
童
育
成
保
育
）
の
平
成
21
年
度
入

級
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

対
象
／
小
学
１
〜
4
年
生
で
、
保
護
者
が
仕

事
や
病
気
、
看
護
の
た
め
に
家
庭
で
保

育
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童
 

開
設
時
間
／
平
日
…
下
校
時
〜
午
後
6
時
（
午

後
5
時
で
集
団
下
校
）、
学
校
の
休
業

期
間
…
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時
（
土

曜
日
は
、
午
後
5
時
ま
で
）
 

注
①
通
常
の
保
育
時
間
は
午
後
5
時
ま
で
で

す
が
、
日
没
時
間
が
早
く
な
る
11 
月
か
ら

１
月
の
一
定
期
間
は
、
午
後
4
時
30
分
ま

で
と
な
り
ま
す
。
 

注
②
午
後
5
時
以
降
の
保
育
は
、
別
途
申
込

が
必
要
で
す
。（
保
護
者
の
勤
務
時
間
が

午
後
5
時
以
降
の
人
に
限
り
「
お
迎
え
」

を
原
則
と
し
て
お
預
か
り
し
ま
す
。） 

注
③
仲
よ
し
学
級
で
は
、
集
団
下
校
を
し
て

い
ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
児
童
が
一

人
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
お

迎
え
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

児
童
の
安
全
を
考
慮
し
た
措
置
で
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

負
担
金
／
１
か
月
　
3
，
5
0
0
円
（
同
一

世
帯
で
2
人
以
上
入
級
の
場
合
は
、
2

人
目
か
ら
は
半
額
。
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
20
日
f
ま
で
に
、

入
級
申
請
書
と
保
育
に
欠
け
る
証
明
書

を
社
会
教
育
課
へ
。（
継
続
の
人
は
、

仲
よ
し
学
級
で
も
可
）
 

※
申
込
状
況
に
よ
っ
て
入
級
を
待
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
申
し
込

み
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
低
学
年
を

優
先
し
ま
す
。
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
 

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

日
時
／
2
月
17 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
園
庭
開
放
（
保
育
所
の
お
友
だ
ち
と

遊
び
ま
し
ょ
う
）
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

  
も
う
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ
ま

し
た
か
。
 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
多
く
は
、
逃

げ
遅
れ
（
約
6
割
）
に
よ
る
も
の
で
、
時
間

帯
で
は
、
就
寝
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
た

め
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
住
宅
に
も
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
発
生
に
よ

っ
て
生
じ
る
煙
、
熱
を
感
知
し
、
警
報
音
や

音
声
で
火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る

も
の
で
、
自
分
や
家
族
の
命
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
、
一
日
も
早
い
設
置
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

ま
た
、
設
置
に
伴
い
消
防
署
か
ら
訪
問
販

売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
悪
質
な

訪
問
販
売
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
府
で
は
、
高
等
学
校
な
ど
へ
4
月
に
入
学

予
定
の
生
徒
が
お
ら
れ
る
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
の
生
徒
に
奨
学
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
他
の
府
の
奨
学
金
制
度
と
あ
わ
せ

て
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
新
１
年
生
以
外
は
6
月
の
受
け
付

け
に
な
り
ま
す
。
 

対
象
／
①
父
子
・
母
子
世
帯
（
20
歳
以
上
の

お
子
さ
ん
の
い
な
い
家
庭
）
　
②
児
童

世
帯
　
③
障
害
者
世
帯
（
父
や
母
が
障

害
者
手
帳
3
級
以
上
等
を
持
つ
世
帯
）

　
④
長
期
療
養
者
世
帯
（
父
や
母
が
6

か
月
以
上
入
院
等
し
て
い
る
世
帯
）
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
27
日
f
ま
で
に
、

申
請
書
、
所
得
証
明
書
（
平
成
20
年
度
）、

振
込
口
座
を
確
認
で
き
る
も
の
を
添
え

て
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
府
山
城

北
保
健
所
福
祉
課
1
0
7
7
4（
2
１
）

2
１
0
2
へ
。
 

  
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
公
園
や
街
路

樹
、
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ

化
し
、
管
内
の
農
家
等
事
業
者
の
み
な
さ
ん

へ
の
配
布
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

期
間
／
2
月
23
日
b
〜
3
月
6
日
f
　
い
ず

れ
も
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

※
土
・
日
曜
日
、
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
 

場
所
／
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
管
内
で
農
業
等
を
営
む
個
人
・
団
体
 

配
布
方
法
・
費
用
／
ト
ラ
ッ
ク
を
持
ち
込
み
、

自
身
で
運
ぶ
…
5
0
0
円
／
１
　
、
配

達
…
１
，
0
0
0
円
／
１
　
 

※
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
っ

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
3
日
c
か

ら
10 
日
c
ま
で
の
間
に
、
同
組
合
各
施

設
お
よ
び
町
環
境
保
全
課
に
備
え
付
け

ま
た
は
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jyonaneikan.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
セ
ン
タ

ー
（
〒
６１０
‐
０１２１
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
）

1
0
7
7
4
（
5
3
）
3
5
8
１
、
6

　
　
0
7
7
4
（
5
3
）
3
5
8
9
へ
。
郵

送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
可
 

  
京
都
司
法
書
士
会
で
は
、
無
料
法
律
相
談

を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

予
約
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
2
月
21
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

内
容
／
司
法
書
士
に
よ
る
個
別
相
談
 

問
い
合
わ
せ
／
同
会
1
0
7
5
（
2
4
１
）

2
6
6
6

仲
よ
し
学
級
入
級
の
受
付
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
 

高
等
学
校
奨
学
金
の
申
請
 

剪
定
枝
チ
ッ
プ
実
費
配
布
 

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
 

せ
ん
て
い
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      〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
必
ず
参
加
者
本
人
か
そ
の

保
護
者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
、
2
月
10 
日
c
（
10 
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
当
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う
ホ
ー

ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
 

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
、
無
料
で
す
。
 

  ▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
 

　
（
エ
ク
セ
ル
編
Ⅰ
）
 

日
時
／
2
月
14 
日
g
・
15 
日
a
・
21
日
g
・

22
日
a
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
9
時

30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
か
ら
デ
ー
タ
入
力
・

表
作
成
・
編
集
ま
で
を
学
習
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）
 

  日
時
／
2
月
25
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
2
月
18 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
「
映
画
」
と
「
世
界
遺
産
」
の
ビ
デ

オ
な
ど
を
鑑
賞
し
ま
す
。
 

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）
 

  日
時
／
2
月
13 
日
f
・
27
日
f
　
午
前
10 
時

〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
22
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
季
節
に
ち
な
ん
だ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  

  日
時
／
2
月
21
日
g
　
午
後
7
時
〜
8
時
、

28
日
g
　
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30

分
（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前

ま
で
）
 

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま

す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
）
 

  日
時
／
2
月
24
日
c
　
午
前
8
時
50
分
〜
午

後
5
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
世
界
遺
産
「
姫
路
城
」
と
兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
へ
行
き
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
14 
日
g
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
2
月
14 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小

学
１
〜
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。
 

内
容
／
物
が
燃
え
る
こ
と
を
さ
ぐ
り
ま
す
。
 

定
員
／
12 
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
11 
日
-
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
 

内
容
／
「
全
国
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
展
覧
会
」

に
向
け
て
共
同
制
作
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
12 
人
 

※
か
ま
ぼ
こ
板
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

      日
時
／
2
月
8
日
a
　
①
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
　
②
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

※
①
・
②
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
メ
イ
ト
宇
治
の
先
生
と
、

木
工
を
楽
し
み
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

   日
時
／
2
月
22
日
a
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
季
節
に
ち
な
ん
だ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
 

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

文
化
施
設
見
学
会
 

小
学
生
工
作
教
室
 

低
学
年
工
作
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

漢
字
出
直
し
塾
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

申
し
込
み
は
2
月
1
日
A
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日
 

ゆ
う
ホ
ー
ル
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介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
 

【
連
絡
先
】
 

 
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
2
月
21
日
g
　
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
 

内
容
／
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
く
演

奏
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
2
月
14 
日
g
　
午
後
2
時
〜
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
3
歳
以
上
の
幼
児
・
小

学
生
と
保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。
 

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
／
20
組
 

  日
時
／
2
月
28
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
 

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

        日
時
／
2
月
2
日
b
・
10 
日
c
・
16 
日
b
・

26
日
e
　
午
後
7
時
〜
7
時
40
分
、
2

月
7
日
g
・
15 
日
a
・
21
日
g
・
22
日

a
　
午
前
10 
時
〜
10 
時
40
分
 

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。
）
 

  日
時
／
①
2
月
14 
日
g
・
②
28
日
g
　
午
前

9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど
　
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
な
ど
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

   日
時
／
3
月
15 
日
a
　
午
前
9
時
〜
午
後
3

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15 
歳
以

上
の
人
お
よ
び
体
育
館
利
用
者
（
中
学

生
を
除
く
）
で
4
〜
7
人
編
成
の
チ
ー

ム
 

定
員
／
先
着
30
チ
ー
ム
 

費
用
／
１
チ
ー
ム
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
3
月
9
日
b
ま
で
に
、
総
合
体

育
館
へ
。
 

       日
時
／
2
月
17 
日
c
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
季
節
の
野
菜
で
キ
ム
チ
漬
け
の
コ
ツ

を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
内
田
　
公
昭
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
9
0
0
円
 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
 

 ※
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

2
月
17 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

2
月
10 
日
c
・
24
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後

１
時
　
中
央
公
民
館
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

2
月
12 
日
e
・
26
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
 

2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

2
月
12 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。
 

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

2
月
19 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
先
着
8
人
（
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。
 

リ
コ
ー
ダ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
 

た
の
し
い
折
り
紙
教
室
 

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

漬
け
物
（
キ
ム
チ
）
教
室
 

第
5
回
理
事
長
杯
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

申
し
込
み
は
2
月
1
日
A
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 0 4 1人　 
8 , 4 8 2人　 
8 , 5 5 9人　 
6 , 7 5 9世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 1人　 
1 2人　 
6 6人　 
9 3人　 

〈12月中の動き〉 

〈1月1日現在〉 

（
前
月
比
／
減
２８ 
人
）
 

申
し
込
み
は
2
月
2
日
B
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
5
（
6
3
1
）
1
0
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

中
央
公
民
館
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健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～10時30分 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 5日E

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成19年5月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

13日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成20年10月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

25日D

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成20年4月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

16日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成18年7月生まれ 
歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導 

23日B

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

23日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年7月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

27日F

10か月児健診（1月13日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 25日DＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
3か月以上6か月未満の乳児 
（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

パパ＆ママ教室（第4回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
赤ちゃんのお風呂のいれ方や
交流会 

14日G
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保健予防のコーナー 

社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会（町総合体育館内） 
10774（44）2205　60774（44）2203

あいあいホール 
10774（41）2263　60774（41）2283

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215



2月のごみ・し尿収集日 

燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・市田・鈴間・田井・荒見・

下津屋・下津屋サンハイツ・島

田・東島田・森・坊之池・野村

・村東 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・松陽台・サンタウン佐山・

佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地・久御山団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）

東一口（国道１号以東）・森（国道１号以

東）・野村・村東・佐山・新開地・佐古・

清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

久御山団地 

東佐山団地・久御山団地 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道
１号以西）・西一口・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

4日 
（第１水曜日） 
18日 

（第３水曜日） 

11日 
（第２水曜日） 
25日 

（第４水曜日） 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

2月のし尿収集から、区域割りを変更しました。今一度ご自身の区域をご確認ください。 
くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

10日C

3月4日D

12日E
3月5日E

12日E
3月10日C
13日F
3月6日F

11日（第２水曜日） 
※公会堂等の指定場所に油の入っ 
　ていた容器等で出してください。 
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環境保全のコーナー 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 

今月から区域割りを変更しました 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

宇
治
川
は
、
近
畿
の
水
瓶
と
い
わ
れ

る
琵
琶
湖
を
水
源
と
す
る
。
日
本
最
大

の
淡
水
湖
で
あ
る
琵
琶
湖
は
、
カ
ス
ピ

海
、
バ
イ
カ
ル
湖
な
ど
と
並
ん
で
世
界

有
数
の
古
い
湖
で
あ
る
。
面
積
約
六
七

四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
湖
岸
線
約
二

三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
均
水
深
四
一

メ
ー
ト
ル
で
、
冬
季
も
ほ
と
ん
ど
結
氷

し
な
い
。
こ
の
広
大
な
湖
に
流
入
す
る

河
川
は
、
野
洲
川
・
愛
知
川
・
安
曇
川

な
ど
、
主
な
川
だ
け
で
も
約
百
二
十
を

数
え
る
が
、
流
出
す
る
河
川
は
瀬
田
川

だ
け
で
あ
る
。
 

瀬
田
川
は
滋
賀
県
境
か
ら
京
都
府
宇

治
市
域
に
入
っ
て
宇
治
川
と
名
を
改
め
、

昭
和
三
十
七
年
に
建
造
さ
れ
た
天
ケ
瀬

ダ
ム
か
ら
、
景
勝
の
塔
の
島
、
宇
治
橋

を
経
て
六
地
蔵
・
伏
見
を
大
き
く
迂
回

し
て
西
流
し
、
久
御
山
町
北
川
顔
の
北

端
を
経
て
乙
訓
郡
大
山
崎
町
の
地
先
、

通
称
背
割
堤
で
木
津
川
・
桂
川
・
宇
治

川
の
三
川
が
合
流
し
て
淀
川
と
名
を
変

え
、
河
内
平
野
を
潤
し
て
大
阪
湾
に
注

ぐ
。
と
こ
ろ
が
宇
治
川
の
呼
称
は
、
国

土
交
通
省
の
指
定
で
は
、
伏
見
区
向
島

橋
詰
町
と
対
岸
の
豊
後
町
を
結
ぶ
観
月

橋
か
ら
下
流
を
淀
川
と
称
し
て
い
る
。
 

し
た
が
っ
て
北
川
顔
の
地
先
、
淀
大

橋
の
橋
際
に
立
て
ら
れ
た
国
土
交
通
省

の
河
川
標
識
に
は
、
淀
川
と
大
き
く
標

示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
久
御
山
町

住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、
背
割
堤
ま
で
を

宇
治
川
と
呼
ん
で
い
る
の
は
誤
称
と
い

え
る
が
、
全
国
に
は
一
つ
の
川
に
、
そ

の
地
域
と
密
着
し
た
呼
び
名
が
多
く
あ

る
よ
う
に
、
宇
治
川
も
こ
の
地
域
で
最

も
親
し
ま
れ
て
い
る
呼
び
名
で
あ
り
、

厳
密
に
指
定
ど
お
り
に
呼
ば
れ
な
く
と

も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

と
こ
ろ
で
、
宇
治
川
が
久
御
山
町
域

を
流
路
と
す
る
の
は
、
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）
に
起
工
さ
れ
た
淀
川
改

良
工
事
に
よ
る
宇
治
川
付
替
え
後
で
あ

る
が
、
付
替
え
以
前
の
宇
治
川
は
、
流

路
の
変
遷
は
多
様
を
極
め
て
い
る
。
特

に
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
、
豊
臣
秀

吉
の
伏
見
築
城
に
伴
っ
て
施
工
さ
れ
た

巨
椋
池
大
土
木
工
事
に
よ
る
宇
治
川
の

付
替
え
は
、
こ
の
地
方
の
自
然
形
態
を

大
き
く
改
変
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 

往
古
の
宇
治
川
は
、
宇
治
橋
の
下
流

付
近
を
南
西
に
向
か
い
、
小
倉
（
宇
治

市
小
倉
町
）
の
北
方
、
三
軒
家
（
小
倉

町
三
軒
屋
）
か
ら
巨
椋
池
に
流
入
し
て

い
た
。
こ
の
地
先
の
槇
島
・
向
島
に
は

島
州
が
多
く
あ
っ
て
、
宇
治
川
の
分
流

が
幾
条
に
も
な
っ
て
流
れ
て
い
た
。
 

豊
臣
秀
吉
は
、
宇
治
川
を
巨
椋
池
と

切
り
離
し
、
槇
島
・
向
島
の
島
州
を
利

用
し
て
槇
島
堤
を
築
き
、
宇
治
川
本
流

を
伏
見
に
迂
回
さ
せ
た
。
さ
ら
に
三
軒

屋
と
向
島
間
に
太
閤
堤
を
築
い
た
。
こ

の
築
堤
に
よ
っ
て
奈
良
街
道
は
、
宇
治

を
迂
回
す
る
こ
と
な
く
、
短
距
離
で
伏

見
に
至
る
。
そ
の
陸
路
の
利
便
は
、
宇

治
川
迂
回
に
よ
り
淀
川
と
直
結
し
た
伏

見
港
の
開
港
で
、
偉
容
を
誇
る
伏
見
城

の
城
下
町
は
、
繁
栄
を
極
め
た
に
違
い

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
伏
見
城

を
難
攻
不
落
の
城
塞
と
す
る
意
図
は
、

承
久
の
乱（
一
二
二
一
）で
、
宇
治
川
・

巨
椋
池
が
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
攻
撃
の
主

戦
場
と
な
り
、
朝
廷
敗
退
の
主
因
と
な

っ
た
歴
史
を
想
起
し
た
豊
臣
秀
吉
が
、

軍
略
上
宇
治
川
を
迂
回
さ
せ
て
、
伏
見

城
の
外
堀
と
し
、
巨
椋
池
に
堤
を
築
い

て
軍
船
の
侵
入
を
防
御
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
巨
椋
池
に
構
築
さ
れ
た
堤

は
、
太
閤
堤
の
ほ
か
に
も
北
川
顔
か
ら

安
田
（
宇
治
市
安
田
町
）
間
に
、
巨
椋

池
の
中
央
を
分
断
す
る
大
池
堤
を
築
き
、

さ
ら
に
大
池
堤
の
西
側
に
市
田
か
ら
森
・

相
島
を
経
て
北
川
顔
に
至
る
中
堤
を
構

築
し
た
。
 

こ
の
築
堤
で
広
大
な
巨
椋
池
は
、
二

ノ
丸
池
・
大
池
・
中
内
池
・
大
内
池
に

分
断
さ
れ
、
さ
ら
に
宇
治
川
の
西
流
で

横
大
路
沼
が
現
出
し
た
。
こ
の
結
果
、

巨
椋
池
内
で
船
の
運
航
は
断
絶
し
、
大

阪
か
ら
巨
椋
池
周
辺
の
岡
屋
・
六
地
蔵
・

小
倉
等
の
港
に
物
資
を
運
送
し
て
い
た

水
運
は
完
全
に
生
計
を
絶
た
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
た
め
、
久
御
山
町
西
一
口

で
十
八
株
の
船
株
を
持
ち
、
舟
運
業
を

営
ん
で
い
た
人
々
は
、
巨
椋
池
と
別
離

し
、
新
し
く
木
津
川
筋
に
活
路
を
求
め

た
の
で
あ
る
。
 

と
も
あ
れ
豊
臣
秀
吉
の
巨
椋
池
大
土

木
工
事
は
完
了
し
た
。
巨
椋
池
を
は
じ

め
、
周
辺
の
地
形
は
一
変
し
た
。
し
か

も
巨
椋
池
に
流
入
し
て
い
た
三
川
を
池

と
切
り
離
し
て
淀
川
に
合
流
さ
せ
た
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
流
量
の
異
な
る
三
川

の
合
流
は
、
増
水
時
に
大
洪
水
の
原
因

と
な
っ
て
沿
岸
の
住
民
を
苦
し
め
た
の

で
あ
る
。
 

▲淀大橋上流に立つ河川標識 

は
じ
め
に
（
流
域
の
概
略
）
 

第二章 宇治川の変遷（1） 淀川渡船所跡（東一口） 
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